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本資料のうち，枠囲みの内容

は，営業秘密又は防護上の観点

から公開できません。 
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1. 概要 

本計算書は，電気配線貫通部の強度計算書である。 

電気配線貫通部は，設計基準対象施設の電気配線貫通部を重大事故等クラス２容器として兼

用する機器である。 

設計基準対象施設としての電気配線貫通部の強度評価は，重大事故等対処設備としての強度

評価に包絡される。 

以下，重大事故等クラス２容器としての強度評価を示す。 
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2. 構造説明 

2.1 構造計画 

電気配線貫通部の構造計画を表 2－1 に示す。 
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表 2－1 構造計画 

 

計画の概要 
概略構造図 

基礎・支持構造 主体構造 

電気配線貫通部は，原子炉格

納容器に支持される。 

・原子炉格納容器に円筒形ス

リーブ，アダプタ及びヘッダ

が取り付けられた鋼製構造物

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

NT2 補③ Ⅴ-3-9-1-4-3 R0 

電気配線貫通部 

電気配線貫通部取付部

電気配線貫通部 拡大図 

スリーブ

アダプタ

ヘッダ
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2.2 評価方針

(1) 電気配線貫通部の応力評価は，原子炉格納容器側の応力については，原子炉格納容器に作

用する荷重（死荷重，圧力）による応力と，貫通部に作用する荷重による応力を組み合わせ

て評価する。原子炉格納容器に作用する荷重による応力は，添付資料「Ⅴ-3-9-1-1-4 ドラ

イウェル本体及びサプレッション・チェンバ本体の強度計算書」で計算した応力を用い，貫

通部に作用する荷重による応力は，実績のある三次元シェルモデルによる有限要素解析手法

を適用する。

(2) 解析コードはＭＳＣ ＮＡＳＴＲＡＮを用いる。なお，評価に用いる解析コードＭＳＣ

ＮＡＳＴＲＡＮの検証及び妥当性確認等の概要については，「Ⅴ-5-1 計算機プログラム（解

析コード）の概要」に示す。
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3. 形状及び主要寸法

電気配線貫通部の形状及び主要寸法を図 3－1 及び表 3－1 に示す。

図 3－1 電気配線貫通部の形状

表 3－1 電気配線貫通部の寸法

（単位：mm）

貫通部番号
取付位置

(EL.)
ＤＯ ｔ Ｔ１ Ｔ２ ＬＳＬ Ｌｉ ＬＯ

X-101D
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Ｌｉ ＬＳＬ ＬＯ 

Ｄ
Ｏ
 

ｔ
 

Ｔ２ 

Ｔ１ 
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4. 設計条件

4.1 設計荷重

(1) 重大事故等対処設備としての評価圧力及び評価温度

内圧ＰＳＡ 620 kPa

温度ＴＳＡ 200 ℃

(2) 死荷重

a. 電気配線貫通部の自重

X-101D 1.85×104 N
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4.2 材料及び許容応力 

(1) 材料

表 4－1 使用材料表 

使用部位 使用材料 備考 

ドライウェル円錐部シェル SGV49 相当 SGV480＊ 

補強板 SGV49 相当 SGV480＊ 

注記 ＊：現行の JIS を示す。 

(2) 荷重の組合せ及び許容応力

重大事故等対処設備の評価における荷重の組合せ及び供用状態を表 4－1 に，供用状態に

対する許容応力を表 4－2に示す。

表4－2 荷重の組合せ及び供用状態（重大事故等対処設備）

施設区分 機器名称
機器等

の区分
荷重の組合せ 供用状態

原子炉

格納施設

原子炉

格納容器

電気配線

貫通部

重大事故等 

クラス２容器
Ｄ＋ＰＳＡ

Ｅ 

（ＥとしてＤの許

容限界を用いる）

表4－3 許容応力（重大事故等対処設備）

（単位：MPa） 

材料 供用状態 

許容応力 

一次応力 一次＋二次応力

Ｐｍ ＰＬ＋Ｐｂ ＰＬ＋Ｐｂ＋Ｑ

SGV480 Ｅ －＊ 422 － 

注記 ＊：5.1 で示す通り応力評価点は，構造上の不連続性および応力集中のない部分には

該当しないため，Ｐｍとして考慮しない。 
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5. 応力計算 

5.1 応力評価点 

電気配線貫通部の形状及び応力レベルを考慮して設定した応力評価点を表 5－1及び図 5－1

に示す。 

 

 
表 5－1 応力評価点 

 

貫通部番号 応力評価点番号 応力評価点 

X-101D 

Ｐ１ 
原子炉格納容器胴とスリーブとの取付部（胴側） 

（Ｐ１－Ａ～Ｐ１－Ｃ） 

Ｐ２ 
補強板取付部（胴側） 

（Ｐ２－Ａ～Ｐ２－Ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5－1 応力評価点 
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5.2 計算方針

5.2.1 原子炉格納容器に作用する荷重による応力 

原子炉格納容器に作用する内圧及び死荷重による応力は，添付資料「Ⅴ-3-9-1-1-4 ド

ライウェル本体及びサプレッション・チェンバ本体の強度計算書」で計算した応力を用い

る。 

5.2.2 貫通部に作用する荷重による応力 

貫通部に作用する死荷重による応力は，解析コードＭＳＣ ＮＡＳＴＲＡＮを用いて計

算する。 

計算モデルを図 5－2 に示す。 

図 5－2 計算モデル（X-101D） 
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6. 評価結果

6.1 重大事故等対処設備としての評価結果

電気配線貫通部の重大事故等対処設備としての強度評価結果を以下に示す。発生値は評価基

準値を満足している。

(1) 供用状態Ｅに対する評価

供用状態Ｅに対する応力評価結果を表 6－1に示す。

表 4－1 に示す荷重の組合せについて記載している。
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表 6－1 供用状態Ｅに対する評価結果（Ｄ＋ＰＳＡ）

評価対象設備 評価部位 応力分類

Ｅ 

判定 備考発生値 評価基準値 

MPa MPa

電気配線貫通部

Ｐ１－Ａ
原子炉格納容器胴とスリ

ーブとの取付部（胴側）
一次膜応力＋一次曲げ応力 207 422 ○ 

Ｐ１－Ｂ
原子炉格納容器胴とスリ

ーブとの取付部（胴側）
一次膜応力＋一次曲げ応力 215 422 ○ 

Ｐ１－Ｃ
原子炉格納容器胴とスリ

ーブとの取付部（胴側）
一次膜応力＋一次曲げ応力 211 422 ○ 

Ｐ２－Ａ 補強板取付部（胴側） 一次膜応力＋一次曲げ応力 207 422 ○ 

Ｐ２－Ｂ 補強板取付部（胴側） 一次膜応力＋一次曲げ応力 215 422 ○ 

Ｐ２－Ｃ 補強板取付部（胴側） 一次膜応力＋一次曲げ応力 211 422 ○ 

NT2 補③ Ⅴ-3-9-1-4-3 R0E 




